
１　負担金の予算決算等について

負担金の名称

負担金の金額

２　負担金の交付先について

所在

３　負担金の対象となる事業等について

事業実績
（具体的な手法）

負担金を交付して
市が得たメリット

負担金検証調書【令和４年度交付分】

木曽川景観協議会負担金 市の担当部課
都市整備部　都市計画課　建築指導担
当

問い合わせ先 0568-44-0331

0 円予算額 100,000 円 当初交付額 100,000 円

無 代表者
木曽川景観協
議会会長

決算額 100,000 円 前年度決算額

犬山市

構成団体 各務原市及び犬山市

設置の根拠 木曽川景観協議会規約（平成１７年８月制定、平成２１年、平成２９年一部改正）

意思決定の方法 原則、総会にて決定。軽易なものについては事務局長により専決する。

名称 木曽川景観協議会 （法人格の有無）

所在 犬山市大字犬山字東畑36 代表者 木曽川景観協議会会長

事業資金の管理責任者 木曽川景観協議会会長 事業資金の管理者 職員

（事務局が市である場合）
市のルールに準じているか？

一部準拠
完全準拠でない
場合の内容等

３年ごとに犬山市と各務原市が事務局を交代しているので、お互いの市の基準に合わせ
て支出等を行っている。

（事務局が市でない場合）
具体的に記述

証拠書類
の有無

有

事業資金等の保管方法 金融機関への預け入れによる。

事業内容
（事業の全体像）

年１回の総会、数回の担当者会議、木曽川景観の定期的な記録保存、PR動画の作成、啓発看板の管理など。

（犬山市の役割） 各務原市と共同で木曽川景観の行為の届出の内容などをチェックするなどの実務と啓発活動や景観パトロールなど協議会独自の連携した活動の実施。

各種会議の開催、研修会の実施、景観に関する保存記録、PR動画作成、啓発看板の維持管理　などに係る費用の負担。

負担金の使途については、会議費・研修費などの事務費以外は、木曽川の環境や景観に関する最低限の事業費で運用しており、木曽川景観に関する情報交換の場として効果
的に働いている。
また、全国的にも数少ない県をまたいだ広域景観に関する景観法の法定協議会として、国土交通省などでもＰＲしてもらうなど、犬山市の宣伝効果も高い。

交付先の状況

事務局の体制等
契約、支出
決裁の方法



４　負担金の交付先における収支等について

犬山市負担金額（当初支出額） 100,000 円 精算の有無 無 精算（返還）額 0 円 精算後の負担金の額 100,000 円

負担金の対象となる全体事業費（精算がある場合は精算前の額） 収入額 495,052 円 支出額 355,250 円 余剰額 139,802 円

構成員の負担割合（根拠） 犬山市、各務原市　各100,000円

余剰額が発生した場合の取扱い 繰越金として次年度へ繰越す。 繰越額 139,802 円

交付先における収入の状況（精算前の額） 495,050円　（負担金　200,000円、繰越金　295,050円、利息　２円）

予算（当初支出時の想定） 決算（実績）

積算等 金額 積算等 金額 契約の方法、相手方等

会議費 協議会、費用弁償代 70,000 円 協議会、費用弁償代 30,785 円
犬山商工会議所、V-drug犬山駅
前店　等

事務費 消耗品等 20,000 円 消耗品等 1,936 円 (有)マルヒロ

事業費 動画作成委託費等 400,000 円 動画作成委託費等 322,529 円
木曽川景観協議会、㈱白帝社、
Network2010　等

備品費 0 円 0 円

予備費 5,054 円 0 円

495,054 円

積算がない場合
の特記事項

交付先における
支出の状況

項目

合計 355,250 円


